
戸

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

活
字
翻
刻
本
の
こ
と

江
戸
期
の
読
み
物
が
明
治
に
な
っ
て
翻
刻
出
版
さ
れ
る
と

き
、
奥
付
に
そ
の
原
版
者
が
明
記
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
以

下
に
数
例
を
掲
げ
る
．
「
大
和
荘
子
蝶
胄
笄
』
（
明
治
十
九
年
二

月
二
十
一
日
翻
刻
出
版
御
届
／
同
年
三
月
発
行
）
は
出
版
人
に
村

上
真
助
、
発
免
書
犀
に
は
鶴
声
社
森
仙
吉
な
ど
が
名
を
連
ね

る
が
、
原
版
人
に
は
望
月
誠
（
兎
屋
主
）
が
明
記
さ
れ
る
。
兎

屋
版
『
大
和
荘
子
蝶
胄
笄
』
（
明
治
十
七
年
五
月
二
十
四
日
出
版

御
届
／
同
年
六
月
発
行
）
と
紙
型
を
同
じ
く
す
る
同
版
で
あ
る
。

ま
た
大
阪
の
老
舗
で
あ
る
岡
田
茂
兵
衛
や
前
川
善
兵
衛
な
ど

の
名
も
よ
く
見
か
け
る
。
例
え
ば
上
田
屋
版
「
俊
寛
僧
都
島

物
語
』
（
明
治
十
六
年
十
月
九
日
出
版
御
届
／
同
十
八
年
四
月
再
出

版
）
や
辻
文
版
『
絵
本
玉
藻
證
」
（
明
治
二
十
年
六
月
六
日
翻
刻

御
届
）
な
ど
に
岡
田
茂
兵
衛
の
名
が
、
自
由
閣
版
「
昔
語
質
屋

庫
」
（
明
治
十
九
年
九
月
二
十
日
翻
刻
御
届
／
同
年
十
月
出
版
）
な

ど
に
は
前
川
善
兵
衛
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

情
報
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
翻
刻
本
の
底
本

や
校
訂
人
、
版
元
間
の
繋
が
り
と
い
っ
た
書
物
作
製
の
舞
台

裏
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
多

く
の
活
字
翻
刻
本
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
情
報
は
明
記

さ
れ
て
い
る
方
が
珍
し
く
、
多
く
の
場
合
「
翻
刻
出
版
東
京

稗
史
出
版
社
」
と
だ
け
で
あ
っ
た
り
、
「
原
版
人
不
詳
」
な

ど
と
素
っ
気
な
い
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
版
元
に
直
接
つ
な

が
る
一
次
資
料
や
奥
付
情
報
な
ど
が
な
い
限
り
、
舞
台
裏
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
上
記
以
外
の
情
報
か
ら
舞
台
裏
へ
も
ぐ
り
込

み
得
る
こ
と
も
あ
る
。
下
記
の
二
つ
の
例
は
、
東
京
稗
史
出

版
社
の
翻
刻
本
が
他
書
騨
発
党
の
翻
刻
本
に
関
わ
っ
た
と
思

わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

一
点
目
は
鶴
声
社
版
「
三
七
全
伝
南
何
夢
」
（
明
治
十
七
年

十
二
月
十
六
日
翻
刻
御
届
）
で
あ
る
。
奥
付
に
は
「
原
版
人
岡

田
茂
兵
衛
／
大
坂
博
労
町
」
と
あ
る
の
だ
が
、
序
文
に
東
京

稗
史
出
版
社
の
名
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
、

磯
部
敦

I

I

l

19



「
明
治
壬
午
秋
。
東
京
稗
史
出
版
社
属
。
月
痴
生
害
」
な
る
序

文
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
序
文
か
ら

東
京
稗
史
出
版
社
版
が
翻
刻
本
作
製
の
際
の
底
本
と
な
っ
た

と
見
る
の
は
即
断
に
過
ぎ
よ
う
。
本
文
表
記
が
東
京
稗
史
出
版

社
版
の
そ
れ
と
は
多
く
異
な
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
底
本
は

奥
付
通
り
岡
田
茂
兵
衛
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
東
京
稗
史

出
版
社
版
は
校
合
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
。

因
み
に
、
序
文
の
板
下
を
担
当
し
た
「
月
痴
生
」
は
、
東

京
稗
史
出
版
社
版
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
（
明
治
十
五
年
十
一

月
十
三
日
翻
刻
御
届
）
、
『
昔
語
質
屋
庫
』
（
明
治
十
六
年
四
月
七

１

日
翻
刻
御
届
）
で
も
板
下
を
書
い
て
お
り
、
ま
た
東
京
同
益
出

版
社
版
『
絵
本
太
平
記
」
（
明
治
十
五
年
十
一
月
十
一
日
出
版
御

届
）
に
も
「
皇
霊
祭
日
應
東
京
同
益
出
版
社
主
中
村
頼
治
君
清

属
／
月
痴
迂
生
書
」
と
あ
る
。
こ
の
人
物
が
何
者
で
あ
る
の

か
寡
聞
に
し
て
知
ら
ず
、
情
報
を
ご
教
示
い
た
だ
き
た
く
こ

こ
に
記
し
た
次
第
で
あ
る
。

二
点
目
は
驍
々
堂
版
「
夢
想
兵
衛
胡
蝶
物
語
』
（
明
治
十
六
年

八
月
二
十
四
日
翻
刻
御
届
／
同
年
十
一
月
三
十
日
出
版
）
で
あ
る
。２

厳
密
な
校
訂
を
宣
言
し
た
東
京
稗
史
出
版
社
で
あ
っ
た
が
、

『
夢
想
兵
衛
胡
蝶
物
語
』
（
明
治
十
五
年
九
月
六
日
翻
刻
出
版
御

通
事
情
の
中
で
捉
え
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
似
た
よ
う
な

事
例
が
多
く
埋
も
れ
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ

の
時
期
、
移
し
い
数
の
翻
刻
本
は
「
海
賊
版
」
と
い
う
語
の
も

と
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
が
、
そ
れ
ら
が
公
然
と

ま
か
り
通
っ
て
い
た
の
も
、
斯
様
な
流
通
事
情
が
あ
っ
た
か
ら

な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
翻
刻
本
の
ほ
と
ん
ど
が
無
版
権
で

あ
り
法
の
網
に
触
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
も
ま
た
留
意

す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

注
「
南
総
里
見
八
犬
伝
』
第
四
輯
上
、
及
び
第
七
輯
上
で
は
「
月
瘻

迂
生
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
月
痴
迂
生
」
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。

ま
た
『
夢
想
兵
衛
胡
蝶
物
語
』
で
は
「
ゆ
め
の
や
主
人
月
痴
生
」

２
 
明
治
十
五
年
の
初
頃
に
配
布
さ
れ
た
と
思
し
い
「
豫
約
購
求
方

法
書
」
第
三
条
に
「
諸
大
家
ノ
楡
閲
ヲ
乞
上
最
モ
校
正
二
注
意

シ
一
宇
一
点
ノ
誤
脱
ナ
カ
ラ
シ
ム
ベ
シ
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。

３
鈴
木
俊
幸
「
草
双
紙
論
」
（
『
紀
要
ｌ
中
央
大
学
文
学
部
Ｉ
と
文

学
科
第
七
五
号
．
一
九
九
五
年
二
月
）

届
）
に
は
唯
一
点
の
校
訂
ミ
ス
が
あ
る
。
後
編
巻
之
二
の
八
丁

表
七
行
目
「
雲
ハ
豊
年
の
貢
と
ぞ
い
ふ
な
る
」
の
一
文
が
そ

れ
で
あ
る
。
「
雲
」
の
ル
ビ
が
「
ゆ
き
」
と
な
っ
て
い
る
の
だ

が
、
正
し
く
は
「
雪
は
豊
年
の
貢
と
ぞ
い
ふ
な
る
」
で
あ
る
。

そ
し
て
同
箇
所
に
同
じ
誤
り
を
持
つ
も
の
が
、
驍
々
堂
版
な
の

で
あ
る
（
後
編
巻
ノ
ー
の
二
頁
九
行
目
）
・
そ
の
他
、
扉
は
東

京
稗
史
出
版
社
の
見
返
し
を
模
し
て
あ
り
、
口
画
や
挿
画
も

同
様
で
あ
る
。
画
師
は
芳
影
で
あ
る
が
、
口
画
の
「
應
需
芳
影

潟
」
と
い
う
書
き
入
れ
よ
り
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

う
か
が
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
驍
々
堂
版
の
底
本
に

は
、
東
京
稗
史
出
版
社
版
が
用
い
ら
れ
た
と
断
定
し
得
る
の

で
あ
る
。
例
え
ば
、
右
の
驍
々
堂
版
が
製
作
さ
れ
る
現
場
を

考
え
た
と
き
、
東
京
稗
史
出
版
社
と
の
間
に
何
ら
か
の
や
り

と
り
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
れ
ら
は
本
が
方
々
に
出

回
る
過
程
で
う
ま
れ
た
、
い
わ
ば
流
通
の
産
物
な
の
で
あ
る
。

流
通
網
は
版
元
か
ら
小
売
り
を
経
て
末
端
の
草
紙
屋
へ
本
が

流
れ
る
と
い
っ
た
固
定
的
な
機
構
で
あ
っ
た
わ
け
で
な
く
、
媒

３

体
が
版
元
に
も
な
り
得
る
流
動
的
な
機
構
で
あ
っ
た
。
売
れ

る
も
の
、
流
行
の
も
の
と
見
る
や
即
座
に
つ
く
り
、
流
す
こ

と
が
出
来
た
は
ず
で
あ
る
。
驍
々
堂
の
所
行
は
こ
う
い
っ
た
流

迂
生
」
‐

ま
た
 
。

と
あ
る
。

九
九
五
年
二
月
）（

中
央
大
学
・
大
学
院
生
）
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